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午後２時 59 分開会  

○事務局 皆様、お疲れさまでございます。私、事務局の神と申します。よろしくお願いしま

す。 

  まず、会議が始まる前に、資料の確認をさせていただきます。  

  皆様、お手元の上から順番になりますが、会議次第、続きまして幹事会の席次表、これは

名簿と対になっております。続きまして、都内飲酒関与事故の発生状況、飲酒運転をさせな

いためのマニュアル、これは警視庁作成版になります。交通安全情報、自動車運転代行業者

一覧。資料１、これはキャンペーン実施要領（案）でございます。資料２、キャンペーンイ

ベント実施概要（案）でございます。資料３、飲酒運転根絶・未成年者飲酒防止キャンペー

ンにおける啓発活動について。続きまして、三つ折りのカラー版でございます。「ハイパース

ムーズ東京」Ａ４判、災害時情報提供サービス。続きまして、都内における自転車酒酔い運

転の現況。最後でございますけれども、飲酒運転させないＴＯＫＹＯキャンペーンの広報用

ステッカー希望枚数調査票となっております。 

  いかがでしょうか。資料不足の方、いらっしゃいましたら、挙手でお伝え願えますでしょ

うか。大丈夫でございますね。 

  なお、最後のステーカー希望枚数調査票なんでございますけれども、こちらは６月１日（金

曜日）までに、ご活用分、ご返信いただければと思っております。  

  それでは、事務局からは以上になります。 

○交通安全課長 それでは、ただいまから飲酒運転させないＴＯＫＹＯキャンペーン推進委員

会幹事会を開催いたします。 

  本日進行を務めさせていただきます東京都青少年・治安対策本部、交通安全課長の池野谷

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。着座にて失礼いたします。  

  それでは、開会に当たりまして、東京都青少年・治安対策本部総合対策部、治安対策担当

部長の高野より挨拶を申し上げます。 

○治安対策担当部長 東京都青少年・治安対策本部の治安対策担当部長、高野でございます。 

  本日は、飲酒運転させないＴＯＫＹＯキャンペーンの推進委員会幹事会を開催するに当た

りまして、皆様には、大変ご多用の中、ご出席いただきましてまことにありがとうございま
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す。また、皆様方には、青少年・治安対策本部はもとより、東京都の行政に深いご理解とご

協力をいただきまして、厚く御礼を申し上げます。 

  本年は、新たなスローガンでございます「世界一の交通安全都市東京」となることを目指

しまして、悲惨な交通事故を１件でも少なくする取り組みを、関係機関のご協力を頂戴いた

しまして進めたいというふうに考えております。 

  飲酒運転に起因しました交通事故の発生状況などにつきましては、この後、警視庁の金子

管理官様からご説明いただきますが、本年の飲酒運転に係る交通死亡事故は、昨日現在６件

でございまして、これは昨年の３件を既に上回る、２倍になっている危機的な状況と言って

も過言ではございません。重大な交通事故に直結する悪質・危険な飲酒運転を根絶するため

には、飲酒運転など、お酒を提供・販売している業界などに限らず、都民一人一人に、運転

する人にはお酒を出さない、お酒を飲んだ人には運転をさせない、そして、もちろんお酒を

飲んだら運転しないという、強い意志を持っていただくということが重要であるというふう

に考えております。東京都といたしましても、本日ご参加の皆様方とともに、飲酒運転の根

絶に向け、さまざまな活動に積極的に取り組んでまいりたいと考えております。  

  本キャンペーンが効果的に展開され、社会全体に飲酒運転を根絶する機運が高まりますよ

う、引き続き皆様方の多大なるご支援とご協力を申し上げまして、私からのご挨拶とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

○交通安全課長 それでは、お手元の会議次第によりまして議事を進行させていただきます。  

  初めに、都内飲酒関与事故の発生状況につきまして、警視庁交通部交通総務課、金子交通

安全担当管理官様からご説明をいただきます。よろしくお願いします。  

○交通安全担当管理官 皆様、こんにちは。 

  ご紹介をいただきました、警視庁交通総務課で交通安全を担当しております金子と申しま

す。私は、昨年９月にこのポストにつきまして、その前に、この会議は年に１回というふう

に伺っておりますので、皆様にご挨拶をするのは、この場に初めてになります。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

  それでは、着座にて、資料に基づきご説明をさせていただきたいたいと思います。失礼い

たします。 

  統計資料をおめくりいただきたいと思います。 



3 

 

  一番最初は飲酒運転の定義なんですけども、飲酒運転は、酒酔い運転は自転車も含まれま

すけども、飲酒運転の定義としまして、原付自動車以上の運転をして事故を起こしたという

定義がありますので、タイトルのとおり、飲酒運転は原付が第一当事者以上の発生状況とい

うことでお断りをさせていただきます。 

  これは過去５年間の推移を記載したものでありまして、緑色の棒グラフが事故の件数、そ

して赤の折れ線グラフが死亡事故の件数ということになります。このように見ますと、５年

間で死亡事故の件数はかなり減っていると。発生件数もかなり減ってはいるんですけども、

ほぼ横ばいであるということと、あと、冒頭に高野部長からもありましたように、昨年の３

件というのは、なかなかちょっと奇跡的な数字でして、９月に１件、12 月に２件ということ

で発生しましたので、現時点、発生している６件は、もう全てプラス６という状況になって

おりまして、危機的な状況とお話しいただきましたけど、まさに警察としても同様の認識で

あります。 

  あわせまして、これは交通事故で発覚しただけの件数です。例えば去年の 174 件というこ

とでありますので。ちなみに取締件数ですね、これも、取り締まりもマンパワーがかかりま

すから、年中やっているわけではありません。ある程度、事故の集中する時間帯、夜間等々

にやっておりますけども、取り締まりの件数でいくと年間 1,000 件ぐらいですから、まだま

だ社会には飲酒運転がはびこって、残っているという状況であることを改めてご説明をさせ

ていただきます。 

  次に、月別の発生状況に移ります。２番になります。 

  こちらも棒グラフが過去５年の平均値にしたもの、細かい数字は下の表に入っております。

そして折れ線グラフ、これはすみません、ちょっと数字は欠落していますけども、件数を折

れ線で示しているものです。これは月別で見る傾向でありますけども、12 月がやはり一番多

いと。次に３月という状況になっておりますが、この飲酒運転させないＴＯＫＹＯキャンペ

ーンが始まったときには、始まった経緯というのは、改めて平成 18 年に福岡県の職員が飲酒

運転による追突事故を起こして、社会全体で飲酒運転根絶機運が高まったときに、東京都が

全体で、まず、日本の首都東京から飲酒運転をなくしていこうということで、皆様方にお集

まりいただいて始めたと。そのときは、この多い順ですね、３月は歓送迎会と花見の時期と

いうことで、７月はレジャーの時期ということで、12 月は忘年会等でお酒の機会が多くなる
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と。まさにお酒の機会、飲む機会が多くなると、やっぱりその背景として事故で発覚する数

も多くなっているということでありますので、お酒がだめだと言っているわけではありませ

んが、やはりお酒を飲む機会があると、惰性的に飲酒運転をしてしまう人がやはり中にはま

だ残っているということであります。 

  次に、３番目の飲酒事故の曜日別を見ます。一般的に、平日に多いように思われがちなん

ですが、実はこの棒グラフを見ていただくとわかるように、土・日にあります。例えばゴル

フに行ったときとか、それ以外にも、休みの日に飲酒の機会があって、ちょっとだからとい

って乗ってしまう機会が少なくないということをこの棒グラフが示しております。 

  次におめくりください。 

  これはどんな乗り物に乗っているときに飲酒運転事故を起こしたかという、状態別、乗り

物別のグラフになります。やっぱり乗用車に乗っているときが最も多いということでありま

すけど、ちょっと注目していただきたいところは貨物車、これは事業用に限らないんですが、

通常、貨物というのは運送事業にかかわる車両として製造されて運行されているものであり

ますけども、貨物車ですら、これだけあるということであります。あとは、実は数的に棒グ

ラフで見てしまうと少ないんですが、死亡事故の折れ線で見ると多いのが自動二輪（原付）、

これは東京都内は夜間のいろんな業態がありまして、公共交通機関が動いていない時間帯に

通勤せざるを得ない業界の人もいたりとか、あとはやっぱり渋滞を避けるために二輪車を通

勤の足に使っている方がいて、そういった方々が実は飲酒運転を惹起しているということを

示すグラフになっております。 

  ５番目、これは飲酒運転した人、運転手がどんな年齢層にあるかということでありますけ

ども、やはりここはちょっと捜査情報にもなりますから、余り細かいことは申し上げられま

せんが、飲酒した飲み裏という、ちょっと警察用語ですけど、どこで飲んで、どういう人た

ちと飲んだのかというところをやっぱり突き詰めると、会社の同僚と飲んでいるというケー

スとか、今は接待が少なくなったとはいえ、営業先の相手と飲んでいたとかという、それで

帰宅途中、そのときはさすがに営業車はもう車庫に入れていて飲むんですけど、自宅へ帰る

とき、実は駅まで距離があって原付を運転していますとか、自転車を運転していますと。自

転車は、ここに計上されませんけども。そういったケースで、実は事故が発覚しているケー

スが非常に多くございます。ですので、こういった、やはり 20 代、30 代、40 代、50 代、い
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わゆる現役世代の方々に飲酒運転がある。背景には、会社の同僚との飲み会や、会社絡みの

お酒の席ということがあるということをご認識いただきたいと思います。  

  おめくりください。 

  あと、６番目が道路別を示したものでありますけども、これはたまたまなんですけども、

本当、発生した場所をどんな道路だったかということで示すものなんですけれど、やはり飲

酒しているということで、捜査をしていきますとわかるんですけども、飲酒している、飲酒

運転は悪いことだということをやっぱり運転手は今認識しています。ですから、主要の幹線

は避けて通ろうとしています。ですから、比較的狭い区市町村道だとか、あとはやっぱり目

的地がご自宅だとか、そういったところでありますと、狭い道路を通らざるを得ないという

ことで、やはり狭い道路でありますと、運転の判断要素も大きくなってきますので、そこで

事故が発覚しているという、人とぶつかってしまえば、まさに本当に歩行者側をはねてしま

うような事故になるということであります。 

  最後が、これは時間帯別に示したものでありますけども、やはり飲み始める時間帯から飲

み終わった以降に、10 時、夜中の 10 時ですね、22 時、そして０時というのが非常に多くな

っています。一旦下がるように見えていますけども、２時－４時というのは、さすがに飲ん

でいる時間が少ないので下がってきますけど、実は朝方に多くなっている。この棒グラフを

見ていただくとわかるんですけども、これは後でちょっとチラシで触れようと思っています

けど、これは朝二日酔い状態、二日酔い、酔っているか酔っていないかは別にして、体内に

アルコールを存置したまま運転を始めて事故を起こしているという状況でありますので、ち

ょっと寝れば大丈夫だというふうに思っている方々もいますけども、飲酒運転というのは、

道交法の 65 条で、体内にアルコールを存置している状態ということでありますので、これは

一般に皆さん方も、行政処分で反則切符が 0.15 ミリリットルだとかありますけど、0.15 に

なっても飲酒運転です。それは行政処分の対象になるというか、切符の対象になるだけで、

アルコールが入っていちゃやっぱりだめなんです。ということでありますので、そういった

ことも徹底していかなくちゃいけないなというふうに思っております。  

  最後が区市町村別の発生状況でありますけども、発生件数で見ますと、全体から見ると少

なくはなっていますけども、赤字で書いたところですかね、江戸川区での件数が多くなって

おりまして、２番目が足立区、そして八王子市と、順番になっております。全体に占める飲
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酒事故の割合というところで見ますと、比較的市部、清瀬市が、飲酒率というところが１番

になっておりますけど、そのほかに福生、東大和、あきる野ですとか、こういったところも、

比較的市部で、軽く、やっぱり人の目が少ないと、ついつい飲酒運転をしてしまうという背

景があります。 

  ということでありまして、あとは、ちょっとことしの事故のこと、部長からも触れていた

だきましたけども、飲酒事故のうち、６件発生しているうちの５件が単独事故です。５件が

単独事故なんですけども。 

  ごめんなさい。区市町さんは一切言っていなかったんですか。失礼いたしました。私のほ

うの勘違いで、区市町村別のところを申し上げてしまいましたけども、ここには皆さんに添

付していなかったということで、おわびを申し上げます。 

  最後に、飲酒事故の内容をですね、ことしの６件の内容を簡単に触れさせていただきます

と、６件ありますけど、そのうち３件、半分の３件が二輪車乗車中であります。そのほかは

四輪車乗車中ですけども、そのうち２件は単独なんですけども、やはり不幸にも四輪車が歩

行者をはねてひき逃げしたという、もう非常に残忍きわまりない事故もありました。 

  ということでありまして、やっぱり飲酒運転対策は引き続き継続していかなくちゃいけな

いということで、今回、チラシを用意させていただきました。この会議用に改めてというこ

とでつくらせていただいたのが、この「交通安全情報」という一枚物をごらんいただきたい

と思います。 

  もう皆様方、お取り組みいただいている方々など、もう本当に釈迦に説法になって恐縮で

すけども、アルコールの影響ということでありますけど、先ほどもちょっと触れましたけど、

飲酒運転という定義が、例えば反則切符を受けて、呼気を検査してわかったりとか、死亡事

故を起こしますと、やはり運転の事故の原因を探るために血液鑑定等々を行います。ここで

飲酒運転だということが判明するんですけども、じゃあ、どれだけ飲んだら飲酒運転になる

のかということも、一歩踏み込んで周知していかなくちゃいけないんじゃないかなというふ

うに思っております。その点につきましては、厚生労働省のほうで、「健康日本 21」という

ところでホームページにも紹介しておりますけども、アルコールの１単位ということを周知

しています。１単位というのは、アルコールを 20 グラムなんだそうです。これはビールであ

りますと 500 ミリリットルに相当しますと。日本酒であれば１合（180 ミリリットル）に相
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当すると。この１単位を消化するのには４時間かかると言われているそうです。ですから、

倍のビール１リットル飲めば、単純に８時間かかるということで、よくよく居酒屋で２～３

倍飲んでしまっている人がいますけど、これはもう 12 時間、消化するのにかかるということ

です。 

  先ほどのグラフで、朝方、飲酒運転があるということを申し上げましたけど、まさにこの

ような状態を申し上げているわけでありまして、アルコールの与える影響ということも訴え

いかなくちゃいけないなというふうに思っております。 

  そして、下のほうには、飲酒運転が重大な犯罪であるということで、繰り返し罰則強化が

ありましたけど、今、現状、このようになっておりまして、実はこれ以上の罰則強化は、も

う事実上、法律の均衡上、もう望めない状況です。刑法上の殺人とか窃盗とか、そういうと

ころと比較しても、飲酒運転の道交法上の罰則が、非常に、ある一方で法均衡に欠けるとい

った意見もあるぐらい罰則が強化されておりますので、飲酒運転はもともとだめなことだと

いうことで、罰則によらないでも、やってはいけないことということを徹底していくことが

必要だというふうに考えております。 

  最後になりますけども、そういったことで、皆さん方にお願いしたいこととしまして、「飲

酒運転をさせないためのマニュアル」ということでありまして、これは具体的に申しますと、

「ハンドルキーパー運動」というのが、先ほど言いました平成 18 年の事故を受けて、全日本

交通安全協会が主体となりまして、あとはお酒を提供する側、日本フードサービス協会、そ

して運転する側の日本自動車連盟の三者の連携をして、お酒を車で飲みに行ったら飲まない

人を決めるという、オランダのほうの「ボブ運動」というのを模したようでありますけども、

これを当時から推進しておりました。ただ、ここ最近、グーグル等の検索履歴のヒット率等々

を見ますと、平成 18 年、19 年、20 年、やはりハンドルキーパーが始まった当初は認知が高

かったんですけど、ここ最近では余りハンドルキーパーという言葉を意識している人が少な

くなっているという状況でありますので、皆様方には、改めてハンドルキーパー運動の再徹

底をお願いできればなというふうに思っております。これが１点目。  

  もう一つのお願いが、私どももそうですけども、こうやって会議に来るメンバーは、ある

程度、組織において一定の責任のある方が集まっていただいていると思います。そういった

意味では、社員、従業員とか、職員に対する飲酒運転の防止の再徹底・再教養、社員教養等
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をお願いできればと思っております。 

  このようにして、若干、飲酒統計を見ますと、飲酒運転根絶機運が少し形骸化してきてい

る状況も見れますので、警察では改めて取り締まりの強化とかといった、もう既に動き出す

予定でありますので、皆様方にも、こういった飲酒運転をさせないＴＯＫＹＯキャンペーン

を通じまして、広報・啓発にご協力をいただければと思います。  

  長々とすみません。申しわけありませんが、どうぞよろしくお願いいたします。  

○交通安全課長 ありがとうございました。 

  ただいまの説明につきまして、質問等がございましたら、ご発言をお願いいたします。よ

ろしいでしょうか。 

  ご発言がないようですので、それでは、議事に入らせていただきます。  

  平成 30 年飲酒運転させないＴＯＫＹＯキャンペーン実施要領（案）について、東京都青少

年・治安対策本部、交通安全対策担当課長の押名から説明させていただきます。 

○交通安全対策担当課長 皆様、こんにちは。３月５日付で着任いたしました、押名と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。以後、着座にて失礼いたします。  

  幹事の皆様方には、平素から、飲酒運転根絶対策を初め、先月実施いたしました「春の全

国交通安全運動」等の交通安全対策に多大なるお力添えをいただきまして、まことにありが

とうございます。この場をおかりして、厚く御礼を申し上げます。  

  今までも飲酒運転をさせない・見逃さない環境づくりのために、繰り返しキャンペーン等

で、自転車を含めた、飲酒して運転しない、運転者にお酒を提供しない、飲酒運転の車に乗

らないという活動を展開しておりますが、今回も、本キャンペーンを通じて、幹事の皆様方

と連携しながら、身近な人、地域から、社会全体に飲酒運転根絶の環を一層広げていきたい

と考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  先ほどからお話がありましたとおり、本年につきましては、もう昨年の倍の件数の飲酒運

転の死亡事故が発生している状況でございます。したがいまして、今まで以上に飲酒運転を

許さない社会の機運を高めていかなければいけないと考えておりますので、さらなる皆様の

ご協力をお願いしたいと存じます。 

  すみません、それでは、数字の１でございますが、資料１、お手元の資料１、平成 30 年飲

酒運転させないＴＯＫＹＯキャンペーン実施要領（案）をごらんください。 
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  本キャンペーンの期間は、７月１日（日曜日）から７日（土曜日）の１週間でございます。 

  目的欄に記載がございますが、これからの時期は、暑気払い等飲酒の機会がふえるととも

に、夏休みを利用しての家族旅行、河原でのバーベキューなど、行楽の季節でもあります。

開放的な気分などから来る飲酒運転の事故等が懸念されるところでございます。繰り返しに

なりますが、飲酒運転根絶を前面に出した啓発活動を皆様方と連携して実施することにより、

飲酒運転させない社会環境の醸成と、根絶機運のさらなる定着化を図っていきたいと考えて

おります。 

  続きまして、主な取り組みについて説明いたします。 

  １の飲食店の来店客や駐車場利用者等に対する取り組みでございますが、丸の一つ目と二

つ目、飲酒運転根絶ステッカー、キャンペーン実施中シール等の活用のお願いでございます。

店の入り口やレジ付近、トイレの壁などにステッカーを張っていただいておりますが、引き

続き掲示場所の拡大をお願いするとともに、汚れ等がありましたら、新しいステッカーと交

換していただければと思います。丸の三つ目、「来店したお客様に飲酒運転をさせないための

マニュアル」飲食店用と、同じくマニュアル、駐車場用の活用による声かけのお願いでござ

います。お客様の中には、一杯だけなら、ちょっと休めば酒は抜けただろうなどと、勝手な

理由をつけて運転するドライバーがいますので、お店のほうから、「きょうはお車ではないで

すね」とか、「お車はどうされますか」と一声かけていただくほか、メニュー表や箸袋、テー

ブルマットに「飲酒運転禁止」などの記載があるものを置いていただくことも、抑止効果が

あるものと思います。お客様にお声をかけるのは非常に大変なことだと思いますが、先ほど

から出ております平成 18 年に福岡で発生した、小さいお子様３人が犠牲となった悲惨な飲酒

事故を初め、先ほども説明がございましたが、この間、春の交通安全運動期間中にも、都内

で飲酒ひき逃げ死亡事故が発生していると報道されているところでございます。また、事故

を起こす前の段階で取り締まりを受ける数も、いまだ相当数あることも事実でございます。

飲酒運転が引き起こした重大事故を二度と起こさないためにも、お店全体での協力態勢をよ

ろしくお願いいたしたいと思います。なお、東京都のホームページに２種類のマニュアルを

掲載しておりますので、ご活用いただければと思います。 

  続いて、２の職域（職場）に対する取り組みでございます。飲酒運転事故が職場で発生す

ると、社会的信用が失われ、その対応や信頼回復のために業務全般に影響が出るということ
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は、もう皆様ご存じのとおりだと思います。また、事故を起こした車両に企業名が入ってい

たりしているのが、新聞だとかニュース等で取り上げられますと、もうそれだけでも多大な

ダメージになるところでございます。車両利用による業務を行っている企業様では、点呼時

にアルコールチェックをされていると伺っておりますが、ポスター、評語の掲示、工夫を凝

らした交通安全講習会の開催により啓発していただくほか、それらの取り組みをホームペー

ジ、機関誌等により情報発信していただいて、飲酒運転の根絶について、社会全体に呼びか

けていただければ幸いでございます。 

  続いて、３の家庭や地域に対する取り組みでございます。飲酒事故は被疑者、ドライバー

だけではなく、被害者の家族までも巻き込むものでございます。ご家庭では、飲んで運転し

ては絶対だめと話題にしていただいたり、また、地域では、掲示板を活用するとか、商店街

で放送していただいて、若い世代からご高齢の方まで、幅広い年代の方に飲酒運転根絶を呼

びかけていただければと思います。 

  次に、実施要領についてであります。 

  共通の項目として、繰り返しとなりますが、ステッカー等の掲示のほか、それぞれのホー

ムページ等での情報発信、マニュアルを活用したドライバーに対する呼びかけをお願いした

いと思います。なお、警視庁様におかれましては、取り締まりを初めとした対策をお願いし

たいと思います。 

  東京都といたしましては、イベント開催のほか、広報東京都や、大きな繁華街にございま

す大型ビジョンなどを活用して、都民の方々に飲酒運転の根絶を訴えかけていきたいと思い

ます。 

  続きまして、お手元の資料２をごらんください。イベント実施概要（案）についてでござ

います。 

  キャンペーン初日の７月１日（日曜日）、午後４時から５時の間、新宿駅西口のイベント広

場におきまして、交通安全教室などのイベントを予定しているところでございます。今回の

イベントでございますが、目的欄の下段にございますが、昨年と同様、飲酒運転根絶と同様

に、ドライバー向けという一面から、行楽期などに発生する交通渋滞を解消するため、渋滞

対策についても啓発してまいります。渋滞対策については、後ほど担当課長からご説明いた

します。 
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  なお、イベントの報道発表につきましては、６月下旬を予定しており、東京都のホームペ

ージでもお知らせいたします。 

  続きまして、お手元の資料３をごらんください。 

  春の全国交通安全運動期間中の４月 12 日、秋葉原のＵＤＸシアター等において、東京小売

酒販組合様主催による関係機関の皆様と合同で実施しました「飲酒運転根絶・未成年者飲酒

防止キャンペーン」の概要でございます。ご協力をいただきました各団体の皆様、大変あり

がとうございました。 

  最後になりますが、飲酒運転根絶は、例年、春と秋の全国交通安全運動、また、年末に行

いますＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーンの重点目標にしております。東京都といたしまして

は、この飲酒運転根絶対策を初め、諸対策に全力で取り組んでいるところでございます。引

き続き、皆様方の多大なるご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、私からの

説明とさせていただきます。 

○交通安全課長 ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等がございましたら、ご発言

をお願いいたします。 

  ご発言がないようですので、平成 30 年飲酒運転させないＴＯＫＹＯキャンペーンの実施要

領（案）につきまして、ご了承いただけたものとさせていただきたいと思います。  

  次に、報告に移らせていただきます。 

  本キャンペーンに伴い行われます新宿駅西口でのイベントでございますが、人通りが非常

に多い場所でございますために、高い啓発効果が見込まれているところでございます。そこ

で、東京都としましては、本イベントを絶好の機会と捉えまして、例年、夏休み時期に問題

となっています渋滞対策についても、コラボレーションした形で交通安全意識の普及啓発を

してまいります。 

  そこで、渋滞緩和を目指す施策であります「ハイパースムーズ東京」について、東京都青

少年・治安対策本部、渋滞対策担当課長の大杉から報告がございます。  

○渋滞対策担当課長 東京都青少年・治安対策本部、渋滞対策担当課長大杉でございます。よ

ろしくお願いいたします。恐縮ですが、着座にて説明をさせていただきます。  

  まず、お手元にＡ３のパンフレットをお配りしておりますので、こちらを見ながらお聞き

いただければと思います。 
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  ハイパースムーズ東京は、渋滞対策の事業でございますけれども、渋滞対策といって、ま

ずバイパスをつくるとか、そういった道路を拡張する事業が思い浮かぶと思いますけれども、

ハイパースムーズ東京は、こうしたハードの整備にあわせまして、情報通信技術などを活用

して、既存の道路の能力を高めて渋滞を軽減しようという事業でございます。 

  具体的な施策といたしましては、こちらの１枚表紙をおめくりいただきまして、右側のと

ころに記載してございます。 

  例でございますけれども、まずは、例えば信号制御の高度化でございまして、交差点に到

着する車をセンサーで感知して、リアルタイムで、または交通量を予測して信号制御を行う

というものでございます。 

  また、交通情報板の設置とございますけれども、これは交通管制センターから遠隔操作で

ルート別に渋滞情報を表示して、より少ないルートへ交通量を分散して渋滞緩和につなげる

というものでございます。 

  さらに、交差点の改良とございますけれども、こちらは拡幅をすることなく、右左折車の

専用レーンを設置したりですとか、車線数を見直すことによりまして、車がスムーズに流れ

るようにしているものでございます。 

  加えて、荷さばき可能駐車場の設置でございますけれども、駐車場の事業者と協力しまし

て、荷さばきができるコインパーキング等の設置を進めているところでございます。  

  もう一度表紙にお戻りいただきまして、こちらでございますけれども、飛んでいるのが「渋

滞解消サポーターハイパーススムくん」という、この事業のキャラクターでございますけれ

ども、渋滞につきましては、先ほどご説明した事業のほかにも、一人一人の行動が渋滞の発

生にも解消にもつながるということから、普及啓発を行っているものでございます。  

  先ほど説明がございました７月１日の飲酒キャンペーンのキックオフイベント、昨年度と

同様に共催ということでさせていただきたいと思いますので、ハイパーススムくんの着ぐる

み等も当日登場いたしますので、お見知りおきいただきたいと思います。  

  あわせて、このキャンペーンとは関係ないんですが、ちょっとこの場をおかりまして、一

つ事業の紹介をさせていただきたいと思います。 

  それがこちらの青いＡ４の資料でございまして、「災害時情報提供サービス」というもので

ございます。こちらは、交通情報の提供というのは、テレビやラジオでもおなじみの道路交
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通情報センターから行っておりますけれども、そのセンターと都と協力いたしまして、災害

時に情報提供しているというものでございます。通常時は、道路交通情報センターのウエブ

サイトからは、「道路交通情報Ｎｏｗ！！」という形のサイトがございまして、簡易な図形で

渋滞ですとか通行どめの情報を提供しているものでございますけれども、災害時には、こち

らのチラシにございますように、普通、ヤフーですとか、そういった地図と同じような、デ

ジタル地図が立ち上がりまして、より詳しい渋滞や交通規制の情報が提供されることになっ

ております。 

  加えて、大震災時には、民間団体の協力を得まして、プローブ情報という、今はカーナビ

から車のビッグデータが収集できるようになっておりますけれども、そちらで、通行実績と

いうことで、どこの道路を通れたかということが把握できるようになってございます。そち

らの情報もあわせて、こちらのデジタル地図から提供しておりまして、それによりまして、

例えば東日本大震災のときには感知器等が壊れて、通常の管制が難しかったときに、このプ

ローブ情報が役に立ったということもございますので、そういった本当に大きな震災のとき

には、そういった道路の通行情報を提供することによりまして、通行できる道路がわかると

いうようなことも情報提供する予定でございます。残念なことに、このシステムは平常時に

は立ち上がっておりませんので、例えば今確かめることはできないんですけれども、こうい

ったものが震災時には立ち上がるんだということをちょっと頭の片隅にとどめていただきま

して、もしものときには活用していただければと思っております。それをちょっと、お時間

をおかりして紹介させていただきました。 

  説明につきましては、以上でございます。 

○交通安全課長 ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見がございましたら、ご発言を

お願いいたします。 

  ご発言がございませんようですので、続きまして、飲酒運転根絶を推し進める上で無視で

きない存在が自転車での飲酒運転でございます。利便性が高い反面、安易な気持ちで飲酒後

の利用してしまうケースがまだまだ多く見受けられるのが現状であることから、問題意識を

持っていただくことが重要かと考えております。 

  そこで、自転車酒酔い運転の現況と題しまして、東京都青少年・治安対策本部、交通安全

課課長代理の熱田から報告がございます。 
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○交通安全課長代理 課長代理の熱田でございます。後ろの席から失礼いたします。 

  次第と資料のタイトルのほうが、「都内における自転車酒酔い運転の現況」となっておりま

すが、実際には、「自転車飲酒運転の根絶」と銘打って、都として行動する決意表明的なもの

と受けとめていただきたいと思います。 

  飲酒運転事故全般に関して申し上げましたが、皆様の啓発活動をいただいていることもご

ざいまして、例年、死者数は片手にも余る状況にございまして、また、発生件数も、平成 26

年を除けば、２桁を切ろうというところに到達しております。ただ、残念ながら、冒頭、金

子様からもお話を頂戴しましたとおり、いまだに根絶に至っていないところでございます。

そして、酒酔い運転による事故、自転車も含めて、これがゼロになっておりません。自転車

の飲酒運転も、もちろん法律違反でございます。 

  お配りしました資料、都内における自転車酒酔い運転事故の現況の表のほうをごらんいた

だくとわかりますが、自転車のほうは変動も少なく、毎年３件程度発生しております。重大

な結果を引き起こす可能性という点からいきましたら、自動車や自動車二輪車、原付よりも

確率は低いにもかかわらず、自転車の酒酔い運転事故が毎年発生しているという状況にござ

います。 

  今さら申し上げるまでもなく、自転車も軽車両として酒を飲んだら乗ってはいけないもの

でございます。この点、今後、７月の飲酒運転根絶啓発イベントを初め、印刷物など、機会

を捉えて、自転車の飲酒運転根絶について普及啓発を図っていきたいと思っております。  

  なお、啓発に際しては、飲酒に伴う知覚運転能力の低下の恐怖を改めて説いていきたいと

思っております。 

  そのほか、損害保険におきましては、一般に酒気帯び運転事故を起こした場合については、

被害者救済の観点で、被害者の方の損害のほうは填補されるものの、運転者に対する保険金

は支払われない免責条項にも該当するようですので、事故そのものだけでなく、その後の自

分の療養生活、場合によっては残された家族にも迷惑をかけるということを通じても、自転

車の飲酒運転は許されないということを機運として高めてまいりたいと思っております。  

  皆様、自転車につきましても、飲酒運転の根絶につきましてご協力賜りたく、どうかよろ

しくお願い申し上げます。 

○交通安全課長 ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見がございましたら、ご発言を
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お願いいたします。 

  ご発言がございませんようですので、本日の予定の議事及び説明につきましては、以上の

とおりでございます。 

  せっかくの機会でございますので、他に質疑、ご意見等がございましたら、ご発言をお願

いしたいと思います。特によろしいでしょうか。 

  もしよろしいようでございましたら、以上をもちまして、飲酒運転させないＴＯＫＹＯキ

ャンペーン推進委員会幹事会を終了させていただきます。 

  本日は、お忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございました。  

午後３時 40 分閉会  


